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子
ど
も
の
転
落
死
亡
事
故

ブ
ラ
イ
ン
ド
の
コ
ー
ド
で
も
死
亡
事
故

省
エ
ネ
目
標

給
湯
器
に
設
定

は
す
み
み

相
続
空
き
家
、
売
り
や
す
く

注
目
ニ
ュ
ー
ス

電
気
代
つ
か
の
間
の
負
担
減

注
目
ニ
ュ
ー
ス

太
陽
光
設
置
９
割
に

イベント情報

秋号

夏
休
み

親
子
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

日
時

8
月
23
日
（
土
）

場
所

㈱
高
橋
政
雄
設
計
事
務
所
内

消
費
者
庁
は
こ
の
ほ
ど
、
窓
・
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
の
子
ど
も
の
転
落
死
亡
事
故

に
関
す
る
調
査
の
報
告
書
を
ま
と
め
ま
し
た
。
１
９
９
３
年
か
ら
２
０
２
４
年

ま
で
の
間
に
発
生
し
た
、
子
ど
も
の
窓
・
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
の
転
落
死
亡
事
故
は

合
計
１
３
４
件
。
子
ど
も
が
自
ら
足
が
か
り
に
な
る
も
の
を
使
っ
た
り
、
手
す

り
を
よ
じ
登
っ
た
り
し
て
起
き
た
事
故
も
多
い
と
み
ら
れ
て
お
り
、
ハ
ー
ド
ソ

フ
ト
両
面
で
住
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
重
要
と
し
て
い
ま
す
。

１
９
９
３
年
～
２
０
２
４
年
に
発
生

し
た
転
落
に
よ
る
子
ど
も
の
転
落
死
亡

事
故
１
３
４
件
中
、
４
２
件
は
窓
か
ら
、

９
２
件
は
は
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
の
転
落
で

し
た
。
窓
か
ら
の
転
落
事
故
の
場
合
、

１
歳
が
１
２
件
で
最
多
。
０
歳
児
の
事

故
も
３
件
あ
り
ま
し
た
。
年
齢
を
重
ね

る
ご
と
に
件
数
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
の
転
落
事
故
は

１
歳
の
６
件
、
２
歳
の
１
６
件
と
増
加

し
、
３
歳
の
４
１
件
が
ピ
ー
ク
。
そ
れ

子
ど
も
の
転
落
死
亡
事
故

３
０
年
で
１
３
０
件
超

対
策
急
務

以
降
は
減
少
す
る
も
の
の
、
４
歳
児
で

も
２
１
件
の
事
故
が
起
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
３
４
件
中
、
事
故
発
生
時
に
保

護
者
が
在
宅
だ
っ
た
割
合
は
４
９
％

（
６
５
件
）
。
保
護
者
が
そ
ば
に
い
て

も
事
故
は
起
き
て
い
ま
す
。

窓
か
ら
の
転
落
に
つ
い
て
、
原
因
の

検
証
結
果
を
見
る
と
、
０
～
３
歳
の
事

故
（
３
３
件
）
は
、
す
べ
て
の
事
例
が
、

足
が
か
り
が
な
け
れ
ば
子
ど
も
が
錠
に

手
が
届
か
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
も

の
で
し
た
。
４
歳
児
の
事
故
（
８
件
）

も
３
件
は
、
足
が
か
り
が
事
故
の
発
生

に
つ
な
が
っ
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
の
転
落
で
も
２
歳
以
下

（
２
２
件
）
は
全
て
、
ピ
ー
ク
の
３
歳

（
４
１
件
）
で
も
３
４
件
は
足
が
か
り

が
関
与
し
た
可
能
性
が
あ
り
ま
し
た
。

足
が
か
り
も
大
き
く
関
係

事故発生時における
保護者の在宅状況



ブ
ラ
イ
ン
ド
の
コ
ー
ド
で
も
死
亡
事
故

子
ど
も
の
首
が
ブ
ラ
イ
ン
ド
の
「
ひ
も
・
コ
ー
ド
」
に
ひ
っ
か
か
り
低
酸
素
状

態
に
な
っ
た
事
例
が
あ
っ
た
と
し
て
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
は
注
意
を
呼
び
掛
け
て

い
ま
す
。

報
告
さ
れ
た
事
例
は
、
２
歳
の
子

ど
も
の
首
が
ブ
ラ
イ
ン
ド
の
「
ひ

も
」
に
引
っ
掛
か
り
、
足
が
浮
い
た

状
態
で
い
る
の
を
保
護
者
が
発
見
。

子
ど
も
は
低
酸
素
状
態
と
な
り
、
病

院
に
行
っ
た
が
幸
い
治
療
に
は
至
ら

ず
に
済
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
た
、
ほ
か
の
事
例
で
は
自
宅
の

居
間
で
子
ど
も
の
首
に
ブ
ラ
イ
ン
ド

の
「
ひ
も
」
が
引
っ
掛
か
り
足
が
床

か
ら
浮
い
て
い
る
の
を
保
護
者
が
見

つ
け
、
救
急
搬
送
さ
れ
た
が
、
搬
送

先
の
病
院
で
死
亡
し
た
。
「
ひ
も
」

国
内
の
最
終
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の

う
ち
、
家
庭
か
ら
の
消
費
は
１
５
％
、

そ
の
う
ち
給
湯
器
が
３
割
を
占
め
て
い

ま
す
。
給
湯
器
の
省
エ
ネ
は
脱
炭
素
社

会
の
実
現
に
向
け
て
重
要
で
す
。

２
０
２
５
年
度
内
に
も
省
エ
ネ
法
の

政
省
令
を
改
正
し
ま
す
。
リ
ン
ナ
イ
や

三
菱
な
ど
の
給
湯
器
メ
ー
カ
ー
に
２
０

３
４
年
度
の
給
湯
器
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
削

減
目
標
や
出
荷
計
画
を
作
成
す
る
よ
う

に
求
め
ま
す
。

一
定
以
上
の
広
さ
の
新
築
住
宅
や
世

帯
人
数
が
多
い
新
築
マ
ン
シ
ョ
ン
で
、

高
効
率
給
湯
器
を
供
給
す
る
よ
う
に
定

め
ま
す
。
空
気
の
熱
と
電
力
で
湯
を
沸

か
す
「
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
」
や
、
発
電
と

給
湯
を
同
時
に
す
る
「
エ
ネ
フ
ァ
ー

ム
」
な
ど
の
供
給
を
求
め
ま
す
。
経
産

省
は
新
制
度
に
よ
り
、
２
０
３
４
年
度

の
高
効
率
給
湯
器
の
出
荷
が
足
元
の
２

割
か
ら
約
４
割
ま
で
増
え
る
と
み
て
い

ま
す
。

省
エ
ネ
目
標

給
湯
器
に
設
定

経
済
産
業
省
は
給
湯
器
メ
ー
カ
ー
に
、
２
０
３
４
年
度
時
点
の
省
エ
ネ
目
標
を
つ

く
る
よ
う
に
義
務
付
け
ま
す
。
目
標
設
定
が
不
十
分
な
場
合
や
、
目
標
未
達
の
場
合

に
は
罰
則
を
適
用
し
ま
す
。
国
内
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
１
％
が
削
減
で
き
る
と
み

て
い
て
、
高
効
率
給
湯
器
の
普
及
を
促
し
ま
す
。

経
産
省

家
庭
で
も
消
費
削
減

の
下
端
は
子
ど
も
の
首
に
か
か
ら
な

い
高
さ
に
あ
っ
た
が
、
窓
の
近
く
に

お
い
て
あ
る
ソ
フ
ァ
に
乗
れ
ば
首
が

引
っ
掛
か
る
高
さ
で
し
た
。

消
費
者
庁
で
は
「
ひ
も
・
コ
ー

ド
」
が
子
ど
も
の
首
に
絡
ま
っ
た
場

合
、
気
道
閉
塞
に
よ
る
窒
息
ま
た
は

酸
素
欠
乏
に
よ
る
神
経
障
害
が
起

こ
っ
て
、
１
５
秒
以
内
に
気
絶
し
、

２
～
３
分
で
死
亡
す
る
危
険
性
が
あ

る
と
し
て
い
ま
す
。

窒
息
事
故
は
急
に
、
そ
し
て
静
か

に
発
生
し
ま
す
。
保
護
者
が
一
時
も

目
を
離
さ
ず
、
子
ど
も
を
見
守
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
痛
ま
し
い
事
故

が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
、
万
が
一
に

備
え
た
対
策
が
必
要
で
す
。

消費者庁ＨＰより

世帯当たりの 
用途別エネルギー消費 

資源エネルギー庁 
「エネルギー白書2025」より

コロナHPより



立
地
が
よ
く
、
価
格
が
高
く
な
る

空
き
家
を
相
続
し
た
人
な
ら
、
売
却

時
の
税
金
の
心
配
が
必
要
に
な
る
だ

ろ
う
。
税
金
を
へ
ら
し
た
り
、
場
合

に
よ
っ
て
は
ゼ
ロ
に
で
き
る
仕
組
み

が
あ
る
。

代
表
的
な
の
が
「
相
続
空
き
家
の

譲
渡
所
得
３
０
０
０
万
円
特
別
控

除
」
と
呼
ば
れ
る
特
例
。

相
続
し
た
土
地
・
家
屋
の
売
却
で

得
た
利
益
は
「
譲
渡
所
得
」
に
な
り
、

所
得
税
や
住
民
税
が
か
か
る
。
売
却

金
額
か
ら
「
取
得
費
」
（
そ
の
物
件

を
取
得
し
た
費
用
）
と
仲
介
手
数
料

な
ど
売
却
の
費
用
を
差
し
引
い
た
額

が
譲
渡
所
得
だ
。
こ
の
譲
渡
所
得
に

所
有
期
間
5
年
以
下
な
ら
３
９
・
６

３
％
、
5
年
以
上
超
な
ら
２
０
・
３

１
５
％
の
税
率
を
掛
け
て
税
額
が
決

ま
る
。
所
有
期
間
は
売
却
し
た
年
の

1
月
1
日
時
点
で
判
断
し
、
譲
渡
翌

年
に
確
定
申
告
を
す
れ
ば
譲
渡
所
得
か

ら
３
０
０
０
万
円
ま
で
差
し
引
け
る
の

が
３
０
０
０
万
円
の
特
例
で
、
対
象
は

被
相
続
人
が
1
人
で
住
ん
で
い
た
戸
建

住
宅
と
そ
の
敷
地
で
、
１
９
８
１
年
５

月
末
以
前
に
建
築
さ
れ
、
原
則
相
続
発

生
時
ま
で
被
相
続
人
が
住
ん
で
い
た
こ

と
が
条
件
。

家
屋
と
敷
地
を
譲
渡
す
る
期
限
も
あ

る
。
相
続
発
生
後
３
年
を
経
過
し
た
年

の
年
末
ま
で
、
か
つ
２
０
２
７
年
末
ま

で
、
譲
渡
金
額
は
１
億
円
以
内
で
あ
る

こ
と
が
必
要
で
、
相
続
発
生
後
に
耐
震

工
事
を
実
施
す
る
か
、
更
地
に
す
る
こ

と
も
条
件
と
な
る
。
２
3
年
末
ま
で
は

譲
渡
前
に
相
続
人
に
よ
っ
て
耐
震
基
準

を
満
た
す
か
更
地
に
す
る
必
要
が
あ
っ

た
が
、
2
４
年
以
降
は
譲
渡
後
そ
の
翌

年
の
2
月
１
５
日
ま
で
に
買
い
主
が
耐

震
工
事
を
す
る
か
更
地
に
す
る
場
合
も

認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

電
気
代
つ
か
の
間
の
負
担
減

政
府
の
補
助
金
に
よ
っ
て
７
月
は

平
均
的
な
使
用
料
で
東
京
電
力
で
は

１
家
庭
当
た
り
、
６
１
６
円
値
下
げ

と
な
り
ま
す
。
政
府
は
夏
場
の
国
内

景
気
対
策
と
し
て
、
７
～
９
月
の
電

気
・
ガ
ス
代
の
負
担
軽
減
へ
２
８
８

０
億
円
を
投
じ
ま
す
。

政
府
に
よ
る
補
助
金
が
７
月
か
ら
始
ま
り
東
京
電
力
は
６
月
使
用
分

よ
り
も
６
１
６
円
安
く
な
り
ま
す
。
中
東
情
勢
の
悪
化
に
よ
る
価
格
上

昇
は
９
月
以
降
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

セ
ミ
オ
ー
ダ
ー
の
新
築
戸
建
て

太
陽
光
設
置
９
割
に

国
土
交
通
省
は
２
０
２
７

年
度
か
ら
セ
ミ
オ
ー
ダ
ー

式
の
戸
建
て
住
宅
の
新
築
の
際
、
８

７
・
５
％
の
物
件
で
太
陽
光
パ
ネ
ル
設

置
を
要
請
し
ま
す
。
住
宅
分
野
の
脱
炭

素
を
加
速
す
る
た
め
、
標
準
仕
様
に
す

る
こ
と
を
促
し
ま
す
。
セ
ミ
オ
ー
ダ
ー

式
の
ほ
か
に
、
建
売
住
宅
に
つ
い
て
も

３
７
・
５
％
の
設
置
を
要
請
し
ま
す
。

政
府
は
２
０
３
０
年
ま
で
に
新
築
戸
建

て
住
宅
の
６
割
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
置

く
と
の
目
標
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

そ
の
途
中
段
階
で
達
成
し
て
お
く
べ
き

数
値
を
は
じ
き
出
し
ま
し
た
。

相
続
空
き
家
、
売
り
や
す
く

「
３
０
０
０
万
円
控
除
」
、
要
件
が
緩
和
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耐震診断・補強設計

工事
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リフォーム
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不動産
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●ＴＥＬ ０４８-８７３-４２４４
●ＦＡＸ ０４８-８７３-８４８９
●保有資格 一級建築士

二級建築施工管理技士
宅地建物取引士
賃貸不動産経営管理士
ブロック塀診断士
福祉住環境コーディネーター２級
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震災建築物被災度区分判定・復旧技術者
埼玉県被災建築物応急危険度判定士
埼玉県被災宅地危険度判定士
埼玉県木づかいコーディネーター
埼玉県木づかい耐震エコリフォーム相談員
耐震診断・耐震改修技術者
さいたま市耐震診断員（耐震診断資格者）
防災士
甲種防火管理者
簿記２級
ファイナンシャルプランニング技能士３級
少額短期保険募集人

この通信は、日経新聞・新建ハウジングの資料を基
に作成しています。

●設立 １９８４年２月（昭和５９年）
●従業員数 ６名
●定休日 木・日・祝祭
●免許 一級建築士事務所

埼玉県知事登録（８）第２８０９号
建設業
埼玉県知事許可（般ｰ５）第３６１１５号
宅地建物取引業
埼玉県知事許可（９）第１３５５０号

●取引金融機関 川口信用金庫
埼玉縣信用金庫
武蔵野銀行

●加入団体 一般社団法人埼玉県建築士事務所協会
一般社団法人ＪＢＮ（全国工務店協会）
埼玉県住まいづくり協議会（リフォーム）
埼玉木造建築協会
さいたま家づくりネットワーク
さいたま断熱改修会議
公益社団法人埼玉県宅地建物取引業協会
一般社団法人全国賃貸不動産管理業協会
さいたま商工会議所

〒336-0 932 埼玉県さいたま市緑区中尾270
T E L 0 4 8 - 8 7 3 - 4 2 4 4 F A X 0 4 8 - 8 7 3 - 8 4 8 9

こんにちは、酒井です

今回は、モデルハウスの建替え前に使われていた欄間（らんま）を

利活用した部分をご紹介したいと思います

現代住宅では見かけることがもう少ない、緻密な模様が美しい欄間。

こうした作りの欄間が残っているのは大変貴重です。処分するのは勿体

ない ！ということで、浴室で利活用することに

そもそも欄間とは、換気や採光のために使われ始めたので、浴室に

ぴったりかなと閃きました 浴室の湿気が上がっていき、二階が

潤う仕組みに！湿気が嫌な季節は？と

思われますが、高性能住宅なので実現

する事が可能です 欄間の隙間から

照明の光が降りてきて、素敵な空間が

完成しました あなたのおうちには素敵な欄間ありますか？ 記事：酒井菜美絵

みんなのおうち

点検口にも
なるよ◎


